
表－6．8’．2（3） 陸上植物の予測対象種一覧

※は他項 目調査で確認

注1．環境省 ：「改訂・ 日本の絶滅のおそれのある野生生物 ヰブドデづデか 植物 Ⅰ（維管束植物）」（200 0年 環境庁）

I Aう絶 戎危倶 I A類 （絶波の危機 に瀕 している種－ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）

I B一紙滅危倶 I B類 （絶滅の危機に瀕 している穣一I A類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの）

Ⅱ→絶波危惧 Ⅱ類 （絶滅の危険が増大 している種一現在 の状態をもたらした圧迫要因が引き続 き 作用する場合、近い将来 r絶滅

危倶 Ⅰ類 Jのランクに移行することが確実と考えられ るもの）

準→準絶滅危惧 （存続基盤が脆弱な穣一現晩点での絶滅危険度は小さいが、生 育 条件の変化によっては「絶滅危倶」として上位ラ

ンクに移行する要素を有するもの）

注2 ．沖縄 県 ：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物一斗ブドデづおきなわー－」（1紳6年 沖縄県）

危惧一絶滅危惧種 （絶滅 の危機に瀕 しているもの）

危急ヤ危急種 （絶滅の危扱 が増大 しているもの）

希少一希少種 （現在甲 ところ 「絶滅危惧種＝ こも r危急種J にも該 当しないが、生育条件の変化 によって容易に上位のランクに

移行するような要素 ㈱ を有するもの）

注3．文化財：「文イ臓 （昭和25年法律第214号）
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指定及 び選定、状況

No． 門 目 科 種 注 1

環境省

注 2
沖縄 県

注 3

文化財

1 シダ植物 ハナヤスリ ハナヤスリ ミヤコゾマハナワラビ（ミヤコゾマハナヤスリ） I A 危倶

2 シダ イノモトソウ カワリハ●ァマクサシダ 準 希少

3 チャセンシダ シマオオタニワタリ Ⅱ

4 ケラホヤシ タカタラボシ Ⅱ

5 デンゾソウ デンシソウ ナンゴクデンゾソウ I A

6 被 子植物門 コショウ ドクダミ ハンダショウ 危急

7 双 子菓植 物綱 イラクサ クワ ムタイヌビワ 危急

8 離 弁花亜綱 ツチトリモチ ツチトリモチ リュウキュウツチトリモチ 危急

9 タデ タデ ナツノウナキ●ッヵミ 危急

10 モクレン クスノキ アカハダデス 準

11 ハう ハ○ラ シマカナメモチ Ⅱ

12 マメ がランピネムチヤ（リュウキュウカワラケツメイ） 危急

13 モデマ I B 危急

14 イソフゾ Ⅱ

15 コチョウインゲン 危急

16 ミカン ミカン ヒレサ●ンショウ 危急

17 ヒメハギ シンチクヒメハキ● Ⅱ 希少

18 ニシキキ† ニシキギ ハリツルマサキ Ⅱ 希少

19 クロタキカズラ クサミズキ I A 危急

2 0 タロウメモト～キ クロウメモドキ ヤエヤマハマナツメ Ⅱ

2 1 フトモモ サガリハサ コハシノアシ I A 希少

2 2 イソマツ イリマツ イソマツ Ⅱ 危 急

2 3 被 子植 物門 カキノキ カキノキ リュウキュクコクタン 準

2 4 双子菓植 物綱 シソ ヒルがオ オオハサアサガオ Ⅱ 危 急

2 5 合 弁花亜綱 シソ イヌコウゾユ 希少

26 タヌキモ イトタヌキモ（ミカワタヌキモ）※ I B 危急

2 7 アカネ アカネ ヒゾハリノキ（シナミサオノキ） I A 危急

2 8 ウリ ウリ イシダキカラスウリ I A 希少

2 9 イハうモ ヒルムシロ カワッルモ I B 危急

30 トチカがミ コスブタ Ⅱ 危急

31 ミス●ォォハさコ 危急

32 被子植物門 イネ イネ タイワンアシカキ 準

33 単子葉植 物綱 ハイシハ● Ⅱ

34 カヤツリゲサ カヤツリグサ ヤリテンツキ Ⅱ

35 ヤシ ヤシ ヤエヤマヤシ 準 危急

36 ラン ラン エンレイショウキラン I B 危急

37 ツルラン Ⅱ 危急

38 ハ書イケイラン Ⅱ 危急

39 イモネヤガラ I B 危急

40 タカツルラン I A 危急

4 1 けカメオトラン I A 危急

42 カゴメラン 希少

43 タカサゴサキ●ソウ I B 希少

44 テツオサキック I B 危急

45 ヤエヤマタマガイソウ Ⅱ 危急

46 ムカゴサイシン I A 危惧

47 コウけシラン Ⅱ 希少

4 8 アコケネッタイラン I B 危急

合計 48種 38 37 0


